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Reaxys に関する基本的な情報      1 
 
Reaxys で検索を始める場合、 www.reaxys.com にアクセスしてください。 

 
Reaxys についての詳細は、www.info.reaxys.com を参照してください。下記の情報がございます。 

• Reaxys に関するプレスリリース、特性、使用環境 

• Reaxys ニュースレター配信のお申し込みフォーム 

• サポート情報 

o トレーニング資料（デモ、ビデオ、マニュアル）の取得（全て英語） 

o ネットでのトレーニングの予定表及びお申し込みフォーム 

o よくあるご質問（FAQ） 

o ソフトウェア（プラグイン、構造式エディタ）やトレーニング資料のダウンロード 
 
 
日本語のサポートページも合わせてご参照ください。 

http://japan.elsevier.com/reaxyssupport/ 
 

 

 

お問い合わせ先 
Tel 03-5561-5035 (ヘルプデスク、沈) 

Fax 03-5561-0451 

E-mail jpinfo@reaxys.com 
 



 

 

Reaxys のホームページ      2 
 

1 ナビゲーション: 
以下の画面が選択できます 
- 検索画面 (Query) 
- 検索結果画面 (Results) 
- 合成計画画面 (Synthesis Plans) 
- 履歴 (History) 
- アラート機能 (My Alerts) 
- 個人設定 (My setting) 
- ヘルプ (Help) 
- ログアウト(Logout) 

2 クエリータブ (Query tabs) 
- 反応検索 (Reactions) 
- 物質･物性値検索 (Substances and Properties)  
- 引用文献検索 (Text, Authors and more) 

3 化学名から構造式作成 
化学名を構造式へ変換します 

4 構造式/反応ウィンドウ 
検索する構造式や反応を表示するウィンドウ 

5 反応データ/書誌情報データの追加 
フォームベース検索（Form-based Search）やアド

バンスト検索（Advanced Search）に、反応や書

誌情報制限などをつけることができます 
6 検索(Search)ボタン 

検索を開始します 

 
 
化合物合成方法の検索 

1. 反応タブを選択し、化学構造式入力ウィンドウをダブルクリック 
2. お好みの構造式エディターで構造式を描いてから、エディターを閉じて、Reaxys に戻ります
3. サーチボタンをクリックし、結果を閲覧 

注: Reaxys は化合物合成検索がデフォルトとしてセッティングされています 
 

7 コマンドボタン 
検索条件(Query)の、クリア(Clear)・ロード

(Load)・セーブ(Save)。 
バッチ検索ファイル(Batch)のロードもできます 

 



 

 

個人設定      3 
My Settings 

 
1 個人設定（My Settings） 

タブを選んで 
- アプリケーション設定(Modify application 
Setting) 
- 個人情報設定変更(Modify Personal Data) 
- パスワード変更(Change Passward) 
 

2 アプリケーション設定(Modify Personal Data) 
ご使用になりたい化学構造式エディターやハ

イライトの色を選択できます。 
 

3 構造式エディター(Structure editor) 
お好きな構造式エディターを選択 
 

4 情報 
お使いのデフォルト設定の情報やインストー

ルが必要なプラグインのダウンロード情報 
 

5 ハイライト色設定(Highlights colors) 
検索した構造式やテキストデータのハイライト

を好きな色に設定できます 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注：保存ボタンをクリックすると、アップデートされた設定が表示されるので確認して下さい。新し
い設定は、次にログインしたときから有効となります。 
Marvin Sketch 以外の構造式エディタを利用するにはプラグインのダウンロードとインストールが
必要です。 
 
 

6 戻る(Back)＆保存(Save)ボタン 
新しい設定を確認し、よろしければ保存(Save)
をやり直すときには戻る(Back)ボタンをクリッ

クしてください。 

 



 

 

化学名から構造式を作成      4 
Generate a structure from name 

 
 
 
1

反応検索と物質・物性値検索で利用できます 
 
名称から構造式作成ボタン（Generate 
structure from name button） 
このボタンをクリックし、入力フィールドを開く 
 

2 化合物名入力フィールド 
体系名(systematic name)や慣用名、CAS レジ

ストリー番号、InChI キーを入力する。Submit 
ボタンをクリックすると化学構造式を表示しま

す。 
 

 
 

    
 

      
 
注: このオプションは、対応する化合物が Reaxys のデータベース中にあるときのみご使用にな
れます 

3 構造式/反応ウィンドウ 
作成した構造式は、構造式/反応ウィンドウに

表示されます。 
以下の操作が可能です 
a) すぐに検索開始 
b) ボックスをダブルクリック(または、右クリッ

ク)すると構造式を構造式エディタで修正で

きます 
c) 検索タイプを決めます。さらに検索条件を

加えたり、付加的な検索オプションを選択

できます 

 



 

 

反応検索タブ      5 
Reactions Query tab 

 
1 構造式/反応ボックス 

このウィンドウは、検索される構造や反応、ま

た、付加的な検索条件のついた構造を表示 
 

2 検索条件 （Search as / by） 
必要なとき、物質の条件を決定 
 

3 検索タイプの選択 
As drawn:描いたままの構造を検索， 
Substructure: 付加的置換を含めた結果検索 
 

4 付加的検索オプション 
検索に変更が必要なときには、付加的オプシ

ョンを選択 
 

5 検索条件を追加 (Add further search 
conditions)  
反応や書誌情報の制限を追加したとき、この

リンクをクリック 
 

 
 
保存した検索のロード方法 

1. ロード検索ボタン（Load Query）をクリック（検索タブ（Query tab）の時に実行できます） 
2. 保存した XML ファイルの場所を参照し、ファイルをクリック 

           

6 検索（Search） 
このボタンをクリックすると検索が始まります。

検索進行ボックスが現れ、検索のキャンセル

または、結果の表示を選択できます。 

 



 

 

反応検索タブ－フォームベース検索      6 
Reactions Query tab 
Form-based Search 

 
1 反応データ 

反応物名、生成物名、試薬、収量や全反応フ

ィールド 
フィールドをいくつか選択した時には、AND で

検索されます 
2 演算子 

ドロップダウンメニューから適切な演算子を選

択 
3 選択リスト 

入力を始めると選択候補が現れます 
4 数値フィールド 

テキストボックスに数字や値域を入力し、演算

子を選択 
5 書誌情報 (Bibliographic Data) 

著者、特許出願人、ジャーナルタイトル、タイト

ル、特許番号、特許国コード、出版年やタイト

ル/要旨/キーワードのフィールドが AND 検索

できます。  

         
 

 
 
 

 
 
注：フォームベース検索リンクは普段よく使うグループ化されたフィールドが開きます。例、収率
や試薬名を含む“Reaction Data”フォーム、ジャーナル名や特許の出願機構名を含む
“Bibliographic Date”フォーム。“All Reaction fields”と“Title/ Abstract/ Keywords” フィールドは
テキストフィールドです。複数のフィールドを演算子で結び、組み合わせ検索することができま
す。 

6 インデックス機能の拡張(Expand Index 
feature) 

ボタンをクリックするとインデックス一覧が

表示され、いくつかのタームを入力することが

できます。 ボタンをクリックすると、選択

したデータを検索に追加します 

 



 

 

反応検索タブ－アドバンス検索      7 
                                 Reactions Query tab 

Advanced Search 
 

1 フィールドとオペレーターの表示 

をクリックし、ナビゲーシ

ョンリストからフィールドコードを選択します 
2 フィールドの分類 

をクリックしますとフィールドリストが展開しま

す 
3 フィールドの選択 

検索したいフィールドをクリックします 
4 オペレーター 

ドロップダウンメニューからオペレイションを選

択します 
5 インデックス機能の拡張(Expand Index 

feature) 
ボタンをクリックするとインデックス一覧が

表示され、いくつかのタームを入力することが

できます。 
6 フィールドデータの転送(Transfer the field 

data) 
必要なデータエントリーを選択し、 ボタ

ンをクリックすると、選択したデータを検索に

追加します 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

注： アドバンス検索では指定したフィールドと構造式や反応式を組み合わせて、検索することが
できます。 

7 構文のチェック(Check Syntax) 
手動でフィールドコードを“Advanced Search”ボ
ックスに入力する場合、“Check Syntax”をクリ

ックすると、検索式が正しいかどうか確認しま

す 



 

 

                                反応検索結果      8 
全体の概要 

 
1 ブレッドクラム機能 

グラフィカルナビゲーションにより結果解析の

軌跡が確認できます。 
2 アラートの設定(Create Alert) 

リンクをクリックして、アラートを設定 
3 反応/引用タブ(Reactions/Citations) 

反応タブが、デフォルトで表示されますが、引

用タブをクリックして切り替えられます。 
4 絞り込み機能 (Filter by) 

反応情報（収量、レコードタイプ、試薬/触媒、

溶媒、反応タイプ、ステップ数）や書誌情報(文
献タイプ、著者、特許出願人、雑誌名、発行

年)へリンクしたフィルターによって結果を絞り

込み 
5 ツールバー 

選択したものに限定する(Limit to selection)、
アウトプット(Output)、ソート(Sort by)へアクセ

ス 
6 拡大/縮小ツール 

表示された化学構造式のサイズを拡大/縮小

します 

 
 
 

7 反応検索結果 
表で必要な情報を表示し、結果を素早く一覧

できます。要旨、原著論文・特許（全文）や

Scopus の関連情報にアクセスできます。 



 

 

 

反応検索結果      9 
反応タブ 

 
 をクリック又は構造式をクリックするとサブ

アイテムや情報のポップアップメニューが表示 
1 付加情報/サブアイテム 

Reaxys –RN: Reaxys 番号 
MF: 分子式 
CAS-RN: CAS 番号 
Show Details: 物性値、スペクトルデータなど
の情報を表示 
Copy Structure to Clipboard:クリップボードへ

化学構造式をコピー 
2 詳しい書誌情報へアクセス 

タイトル/要旨、引用文献の全文の表示や

SCOPUS へアクセス。特許からは、該当する

実験項（実施例）本文を表示。合成計画として

の多段階反応のスキームを表示 
3 購入可能 

購入可能な物質にアイコンが表示され、適切

なプラットフォームへ (eMolecules / ACD)リン

ク 
4 選択したものに限定 (Limit to Selection) 

ヒットしたうちの重要な反応を選択し、このボタ

ンをクリックすると限定したヒットセットを表示. 
5 アウトプット (Output) 

必要なフォーマットでデータをエクスポート 

 
 

6 ソート (Sort by) 
Reaxys 番号、収率、Reaxysランキング等で降

順↓・昇順↑ソート 

合成計画へ



 

 

反応検索結果タブ      10 
 絞り込み（Filter by） 

 
1 絞り込み (Filter by) 

反応詳細へリンクした選択フィルター 
- 収量 (Yield) 
- レコードタイプ (Record Type) 
- 試薬/触媒 (Reagent/Catalyst) 
- 溶媒 (Solvent) 
- 反応タイプ (Reaction Type) 
- ステップ数 (No. of Steps) 

2 ｂy Value タブ 
値もしくは値の範囲を入力 

3 by Group タブ 
制限又は除外したい項目のボックスにチェック

を入れる 
4 制限(Limit to)/除外(Exclude)ボタン 

実行したい動作のボタンをクリック 
5 フィルターのリファイン 

More ボタンをクリックすると、選択項目が全て

展開画面で表示されます。データの値や頻

度でソートできます 

 
 
  

6
 

絞込み 
書誌情報にリンクしたフィルター 
- 文献タイプ (Document Type) 
- 著者 (Authors) 
- 特許発願人 (Patent Assignee) 
- ジャーナルタイトル(Journal Title) 
- 出版年 (Publication Year) 

 



 

 

合成計画      11 
 Synthesis Plans 

 
 をクリック又は構造式をクリックするとサブ

アイテムや情報のポップアップメニューが表示 
1 取り消し (Undo)、開く(Open)、保存(Save)ボ

タン 
最後の動作の取り消し、合成計画を開くまた

は、保存ボタン 
2 新しいページに計画をコピー(Copy plan to 

new page) 
現在の合成計画を新しいタブで開けば、他の

逆合成の検索ができます  
3 出力（Output） 

合成計画を出力します 
4 合成計画の表示方法 

垂直ツリーか水平ツリーで表示するかを選択 
5 変更 (Modify) 

すでに表示された合成ステップを破棄して他

の合成方法を検討しなおします 
6 合成 (Synthesize) 

Synthesize をクリックし、その化合物の様々な

合成方法の一覧を表示。ステップを選択し、

Add ボタンをクリックすると逆合成経路に組み

込みます 
 

 
注：多段階反応のすべてのスキームが合成計画(Synthesis Plan)のページに表示されます。多段
階反応条件の下の"View scheme"をクリックすると 一覧で見やすいように新しい合成計画のペ
ージにスキームが表示されます。 

7
 

購入可能 
購入可能な物質にアイコンが表示され、適切

なプラットフォームへ (eMolecules / ACD)リン

ク 

 



 

 

アウトプット      12 
Output 

 
1 アウトプット (Output) 

エクスポートする結果のタイプを選択 
2 出力形式(to) 

エクスポートファイルのフォーマットを決定

（PDF/Print, XML, Microsoft Word or Excel, 
TXT for Literature Management Systems, or RD 
File） 

3 見出し表示機能 (Include the following 
headline) 
チェックボックスにチェックを入れ、見出しを入れ

ると文書のどのページにも見出しが入ります 
4 アウトプットの範囲 (Output range) 

ヒットしたデータのどれをエクスポートするかを

決められます: 全ヒット(All Hits), 選択したヒット

(Selected Hits,アウトプットボタンをクリックする前

に選択), 範囲(Range, ボックスに入力) 
5 アウトプットに含まれるもの 

反応アウトプット：構造/実験項、全ての利用でき

るデータ、もしくは、identification data のみ 
物質アウトプット：構造と全ての利用可能なデー

タまたは identification data のみ、選択データ 
引用文献アウトプット：構造と要旨を含めるかを

選択 

 
 

6 OK ボタン 
OK ボタンをクリックし、エクスポートを開始しま

す。やめるときには、Cancel ボタンをクリックしま

す。 

 



 

 

履歴      13 
History 

 
1 一時的なリスト 

上部の表は、現在のセッションの全てのヒッ

トセット 
“View”をクリックすると、結果ページで のヒ

ットセットを表示 
“Store”をクリックすると (ファイル名とコメン

トを入力) リストが保存されます 
 

2 セーブされたリスト 
下部の表は、ユーザーによって保存されたヒ

ットセット。ユーザーがログインしたとき、全

ての保存されたヒットセットが表示されます。 
“Remove”をクリックすれば、保存したリスト

を消すことができます。 
 

3 クエリー 
“Edit”をクリックするとクエリーページでのヒ

ットセットと関係のあるクエリーを表示しま

す。  
フィルターをかけたヒットセットはこの列では

表示されませんのでご注意ください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注：履歴の表はクエリーからの結果、または、結果の解析からの全ての現在のセッションのヒット
セットを表示します。最も最新のヒットセットはリストの最初に表示されます。ここで、グラフィカルな
集合演算が行えます。 

4
5

ヒットセットの集合演算 
チェックボックスにチェックをし、2 つ以上の

検索を選択し、“Combine hitsets”ボタンをク

リックするといくつかの集合演算選択画面が

表示されます。 

 



 

 

アラート機能      14 
My Alert 

 
 
 
 
1

My Alerts 画面には、設定しているアラート
のリストと各アラートの検索条件が表示され
ています。 
アラートの設定方法 
検索結果画面の Create Alert リンクをクリッ

クした後、検索条件を登録し、Save ボタンを

クリックします 
 

2 View results ボタン 
アラートの検索結果画面を表示します 
 

3
4

アラートの変更(Modify alert) 
アラートの名称(Name of Alert)、コピー送付

先(Copy to)、 注釈(Comment/Description)、
配信頻度(Frequency)、メールのフォーマット

(Email format)を変更することができます。

修正後、Save ボタンをクリックしてください 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
注意：アラート機能のご利用には、ユーザー登録が必要です。 
設定したアラートは Reaxys サーバー上に保存され、指定したタイミングで、アラートの検索条件と
合致したレコードがReaxysに搭載されたとき、自動的に実行され、結果がメールで配信されます。
 

5
6

アラートの削除(Delete) 
削除したいアラート前のチェックボックスに

チェックを入れ、Delete ボタンをクリックしま

す 

 



 

 

物質と物性値検索タブ      15 
     Substances and Properties Query tab 

 
1 構造式/反応ボックス 

このウィンドウは、必要により付加的な検索

条件も付加された構造式を表示 
 

2 検索条件 
構造検索のタイプを決定: 完全一致（As 
Drawn)、部分構造検索(Substructure 
search） 
 

3 付加的検索オプション 
検索に変更が必要なときには、付加的オプ

ションを選択 
 

4 他のオプション (Further options) 
関連 Markush 構造や追加の縮環なしなどの

オプションを追加できます 
 

5 検索条件の追加 (Add further search 
conditions) 
このリンクをクリックにより物質や書誌情報

による検索条件を追加(検索は 6 を参照). 
 

 
特定の化合物の情報検索方法 

1. 物質・物性値タブを選択し、構造式入力ウィンドウをダブルクリック 
2. お好みの構造式エディターで検索したい化合物の構造式を描いてから、エディターを閉じて、

Reaxys に戻ります 
3. サーチボタンをクリックし、結果を閲覧 

 

6 検索（Search） 
このボタンをクリックして検索を開始します. 
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フォームベース検索 

 
1 Substance Data 

テキストで全ての facts の検索、識別情

報、物性情報、スペクトルデータ、生物

活性情報、環境毒性情報を検索できま

す（このテキストボックスにいくつかのタ

ームを入力し、セミコロン”;”で区切ると

OR 検索ができます）。 
フィールドをいくつか選択した時には、
AND で検索されます 

2 演算子 
ドロップダウンメニューから適切な演算

子を選択; 数値情報フィールドの場合、

テキストボックスに数や閾値を入力 
3
 
 
 
 

書誌情報 (Bibliographic Data) 
著者、特許出願者、ジャーナルタイトル、

タイトル、特許番号、特許国コード、出版

年やタイトル/要旨/キーワードのフィール

ドが AND 検索できます。 

4 選択リスト 
入力を始めると選択候補が現れます 

 
注：フォームベース検索リンクは普段よく使うグループ化されたフィールドが開きます。 
例、収率や試薬名を含む”Reaction Data”フォーム、ジャーナル名や特許の出願機構名を含
む”Bibliographic Date”フォーム。 
各フィールド間で演算子を用いることができます。 

5 インデックス機能の拡張(Expand Index 
feature) 

ボタンをクリックするとインデックス一

覧が表示され、いくつかのタームを入力

することができます。 ボタンをク

リックすると、選択したデータを検索に追

加します 
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アドバンス検索 

 
1 フィールドとオペレーターの表示 

をクリックし、ナビ

ゲーションリストからフィールドコードを

選択します 
2 フィールドの分類 

をクリックしますとフィールドリストが

展開します 
3 フィールドの選択 

検索したいフィールドをクリックします 
4 オペレーター 

ドロップダウンメニューからオペレイシ

ョンを選択します 
5 インデックス機能の拡張(Expand 

Index feature) 
ボタンをクリックするとインデックス

一覧が表示され、いくつかのタームを

入力することができます。 
6 フィールドデータの転送(Transfer the 

field data) 
必要なデータエントリーを選択し、

ボタンをクリックすると、選択し

たデータを検索に追加します 

 
 
注： アドバンス検索では指定したフィールドと構造式や反応式を組み合わせて、検索することができま
す。 
 

7 構文のチェック(Check Syntax) 
手動でフィールドコードを“Advanced 
Search”ボックスに入力する場合、

“Check Syntax”をクリックすると、検索

式が正しいかどうか確認します 
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    Substances and Properties 
    結果画面の概要 

 
1 ブレッドクラム機能 

グラフィカルナビゲーションにより結果解

析の軌跡が確認できます。 
2 物質(グリッド)/物質（表）/引用タブ

Substances (Grid)/Substances 
(Table)/Citations Tab 
物質（表）タブは、デフォルトで表示されま

すが、物質（グリッド）や引用タブをクリック

して切り替えられます。 
3 絞り込み機能(Filter by) 

物質情報（分子量、フラグメント数、物性

値、分スペクトルデータ、生物活性）や書

誌情報(文献タイプ、著者、特許出願人、

雑誌名、発行年)へリンクしたフィルターに

よって結果を絞り込み 
4 ツールバー 

選択したものに限定する(Limit to 
Selection)、アウトプット(Output)、ソート

(Sort by)へアクセス.  
5
 

拡大/縮小ツール 
表示された構造式のサイズを拡大/縮小し

ます。 

 

6 物質と物性値の結果表示 
表で必要な情報を表示し、結果をさっと素

早く一覧できます。要旨、原著論文や特許

（全文）や Scopus の関連情報にアクセスで

きます。 
 

合成計画へ
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物質（表）タブ(Substances (Table) tab) 

 
 をクリック又は構造式をクリックすると

サブアイテムや情報のポップアップメニ
ューが表示 

1 付加情報/サブアイテム 
Reaxys –RN: Reaxys 番号 
MF: 分子式 
CAS-RN: CAS 番号 
Show Details: 物性値、スペクトルデータ
などの情報を表示 
Copy Structure to Clipboard;クリックボー

ドへ構造をコピー 
2 購入可能 

購入可能な物質にアイコンを表示し、適

切なプラットフォーム(eMolecules / ACD)
へリンク。 

3 詳細表示/非表示ボタン(Show/Hide 
Details) 

4 構造式/化合物情報
(Structure/Compound Data) 
化学構造式/化合物の詳細 

5 収録情報 
この物質について収録されている情報

へのリンク（有機、無機 
と有機金属）Gmelin からの抜粋は 
“from Gmelin” フラッグが付与 

 
化合物の利用可能なデータの全てのリストは、Show Details をクリックすると開きます。 
必要なデータのみを見るときは、表中の”Available Data”の項目をクリックしてください 

6 ソート（Sort by） 
Reaxys 番号、分子量、レファレンスの数

（デフォルト）等で降順↓・昇順↑ソート 
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物質（グリッド）タブ(Substances (Grid) tab) 

 
1 グリッド表示 

結果の素早い概要表示にはグリッド表

示が可能 
 

2 Additional Information/sub items 
付加情報/サブアイテム 
構造式をクリックするとサブアイテムや
情報のポップアップメニューが表示 
Reaxys –RN: Reaxys 番号 
MF: 分子式 
CAS-RN: CAS 番号 
Show Details: 物性値、スペクトルデー
タなどの情報を表示 
Copy Structure to Clipboard;クリックボ

ードへ構造をコピー 
 

3 購入可能 
購入可能な物質にアイコンを表示し、

適切なプラットフォーム (eMolecules / 
ACD)へリンク 
 

4 アウトプット(Output) 
必要なフォーマットでデータをエクスポ

ート. 
 

 

 

5 この物質についての収録情報一覧 
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Text, Authors and more  
Query Tab 

 
1 検索画面 

著者、出版（ジャーナルタイトルなど）、特

許番号、特許国、フリーテキストや出版年

を入力 
フィールドをいくつか指定したときには、

AND で検索されます 
 

2 Quick Search 
フリーテキストを入力し、論理演算子で掛

け合わせ検索できます。 
ワイルドカードも利用可能です。 
ワイルドカード 
”*” = 0 文字以上を置き換えます 
“?”  = 一文字を置き換えます 
 

3 テキストフィールド/選択リスト 
入力を始めると選択候補が現れます 
 

4 インデックス機能の拡張(Expand Index 
feature) 

ボタンをクリックするとインデックス一覧

が表示され、いくつかの検索語を選択する

ことができます。 
一つのフィールドにいくつかの検索語を選

択した場合、OR 検索となります 
 

 
 
注：２の Quick Search ボックスでは、AND, OR, PROXIMITY, NEAR, NEXT の演算子が使えます 

5 入力例 
検索語の入力方法のヒント 
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Text, Authors and more  
Citations tabs 

 
1 絞込み(Filter by) 

適切なフィルターによって検索結果を

絞り込み(文献タイプ、著者、特許出願

人、ジャーナルタイトル、出版年) 
 

2 アウトプット(Output) 
適当なフォーマットに結果をエクスポー

トできます 
 

3 ソート(Sort by) 
結果は、出版年、著者で昇順↑、降順

↓でソートできます 
 

4 要旨/反応/物質
(Abstruct/Reactions/Substances) 
この要旨や論文に掲載されている全て

の反応や物質を表示 
 

 

 
 

5 引用情報 
参考文献を表示。原著論文の全テキ

ストへのリンクと Scopus の関連情報へ

アクセス 
 

＜Reaxysに関するお問い合わせ先は、本ガイド１ページをご参照ください＞ 


